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第 1章

はじめに

ネットワークの世界でビジネスを営み、サービス・オンデマンドを実現するには、デー

タ・センタの予測可能性とインターネットの敏捷さを備えたシステムを管理することが求

められます。変化に迅速に対応する一方で、ハイレベルな可用性を提供することは、今や

収益性を向上させ、競争力を維持するための必須条件です。Sun はこのようなニーズを

理解し、アプリケーションとツールを絶え間なく開発しており、プロセスを簡略化させる

一方で、総所有コスト (TCO)を引き下げるという ITマネージャと管理者の目標を満たし

ます。

オペレーティング・システム、アプリケーション、パッチといったソフトウェアをインス

トールし、維持管理することは、今日のシステム管理者が直面している作業の中で最も時

間がかかり、エラーを起こしやすいものの 1つです。膨大な数の類似サーバをインストー

ルすることは、複雑で、一貫性がなく、効率の悪いものです。通常、ソフトウェアのイン

ストールとパッチ作業は、計画的なダウンタイムを必要としますが、アップグレードが失

敗すれば予期せぬダウンタイムも発生してしまいます。

これまで管理者は CD や DVD といった物理メディアを利用して、システムのプロビジョ

ン作業をする必要がありました。また、インストールのために現場にいなければなりませ

んでした。例えば、Web企業で新しいシステムが必要となった場合、管理者はしかるべき

メディアを携えて Web 企業のサイトに赴き、手作業でシステムをインストールしていま

した。サービスの需要が増加すると共に、こういった形態はまたたく間に非実用的になり、

敏捷性と収益性の双方に悪影響を与えるようになりました。Solaris JumpStart™ ソフト

ウェアは、物理メディアをローカル・サーバ内に格納されたメディアに切り替えることに

より、事態を改善します。これにより、リモート・サイトに追加のサーバが必要になりま
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すが、広域ネットワーク (WAN) によるインストールに完全に適しているとはいえず、シ

ステムをシームレスにアップグレードする手段に欠けます。図 1は、こういった非効率的

なプロビジョニングの状況を示しています。
図 1:システム・プロビジョニングの以前の方
式

管理者は Solaris Flash、Secure WAN Boot、Solaris Live Upgradeを用いて、LANあるい

は WAN 上にシステムを構築し、テストし、配備し、維持管理するという実践方法を自動

化することにより、最適のシステム・プロビジョニングと変更管理モデルに近づくことが

できます。図 2は、これらの製品を用いることにより可能になった新しいシステム・プロ

ビジョニングの自動化方式を示しています。
図 2:新しいシステム・プロビジョニングの自
動化方式

Solaris Flash と Secure WAN Boot を用いて既存システムを複製し、複製したものを

Solaris Live Upgrade を用いてアップグレードする、といった作業をすべて中央の管理サ

イトから行うことによるシステム配備、維持管理の効率性、およびパフォーマンスには、

次の利点があります。
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• ダウンタイムの減少 /可用性の向上 : Solaris Live Upgradeを使えば、稼働しているシス

テムに影響を与えることなく、システムのソフトウェアやパッチのアップグレードが可

能です。

• 高速で、一貫性があり、制御されたインストール : Solaris Flash アーカイブを用いての

システムのインストールは他の方法より高速で、またアーカイブはマスタ・システムの

「スナップショット」であることから、一貫性とコントロールを提供します。

• セキュリティの向上 : Secure WAN Boot の新たなツールは、WAN ベースのインストー

ルにおけるセキュリティを向上させます。Solaris Flashは、設定したシステムの正確な

クローンを安全に作成することにより、個々のサーバのセキュリティを向上させます。

• 管理性の向上 :構築・テスト・配備・維持管理モデルを自動で行います。

• TCOの低減 :ダウンタイムを減少し、効率性を向上させます。

• 拡張性 : Solaris Flash および Secure WAN Boot は、ローカル・サイトとリモート・サ

イトでシステムを複製することにより、環境を迅速に一貫して拡張できます。

• 完全自動環境のサポート :自動化、効率性、一貫性が向上したことにより、これらのツー

ルは、人の手を介入させる必要がほとんどないインストール方式およびアップグレード

方式を可能にします。

このホワイト・ペーパーでは、Sunのインストール・ツールの概要を提供し、ツールを利

用する場合の Solaris Flash、Secure WAN Boot、Solaris Live Upgradeの働きを解説し、こ

れらのツールの使用例を示しています。
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第 2章

ツールの概要

Sun はシステム管理者のインストール作業や維持管理を支援するため、Solaris™ オペ

レーティング環境 (OE)に一部の機能が重複する複数のツールを提供しています。このホ

ワイト・ペーパーではプロビジョニングと変更管理ツールに焦点を当てていますが、

Solaris™ Web Start ソフトウェアと Solaris JumpStart ソフトウェアといったツールを

特有の状況で使用する場合について以下で説明します。

• Solaris Web Startソフトウェア：シングル・システムのインストール

このソフトウェアにより、経験の浅い管理者でも Solarisプラットフォーム・ベースの

ソフトウェアおよびその他のアプリケーション・ソフトウェアを、安全に、簡単に、経

済的に配備できます。Java(TM)テクノロジに基づき、最新のツールは Solarisオペレー

ティング環境にアプリケーション・ソフトウェアをインストールし、簡単なセットアッ

プを実現します。

• Solaris JumpStart ソフトウェア： Sun のエンタープライズ・クラス用の自動ハンドオ

フ・インストール・ツール

Solaris JumpStartソフトウェア・テクノロジの最大の利点は、人の手を介入させるこ

とのないよう、システムのインストールを自動で行う機能です。これは、完全自動の

データ・センタのように新システムが頻繁に到着し、管理者へのシステムの負荷が大き

い大規模な環境では特に重要です。管理者は DHCPを用いて、WAN上でインストール

を行うことが可能ですが、Solaris JumpStartソフトウェアはこういった方式でのセ

キュリティを提供しません。Solaris JumpStartソフトウェアは、無人で全てのオペ

レーションが自動化されている環境での配備がベストです。Solaris JumpStartのテク
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ノロジは、Secure WAN Bootの新しいテクノロジと共に、WAN環境にまで安全に拡張

することが可能です。

• Secure WAN Boot：WANあるいはインターネット上での安全なインストール

Sunの Secure WAN Bootによる新しいテクノロジは、インターネット上のシステムを

安全にブートし、インストールする方式を提供します。Solaris 9オペレーティング環

境に搭載されているこのテクノロジにより、管理者は地理的に分散した地域に、ほとん

どあるいはまったく人の手を介入させずに Webサーバあるいはアプリケーション・

サーバといった多様な二重システムを遠隔でインストールすることにより、IT部門は

完全自動環境を管理することができます。Secure WAN Bootを携えた Sunは、Solaris

JumpStartソフトウェアあるいは他の方式を用いて WAN上でシステムをインストール

する際に生じるセキュリティ問題のほとんどを解決します。

• Solaris Live Upgrade：ソフトウェアのアップグレード、メンテナンス、パッチ管理

Solaris Live Upgradeは、オペレーティング・システムのアップグレードあるいはメン

テナンスに関わるダウンタイムを著しく削減します。また管理者は最新版のアップグ

レード、パッチ作業、あるいは通常のメンテナンスを行ないながら、Solarisオペレー

ティング環境を引き続き稼働させることができます。

• Solaris Flash：高速で多様なインストール

Solaris Flashは、アプリケーションおよびシステムの設定を含むシステム全体のスナッ

プショットを作成する方式を提供します。Solaris Flashアーカイブは、参照サーバの設

定を多様なクローン上に複製し、インストール時間、および Solaris JumpStartソフト

ウェアのイメージに必要なディスク・スペースを減少させるのに用いられます。

Solaris Flash、Solaris Live Upgrade、および Secure WAN Boot のテクノロジは、分散し

た複製サーバ環境におけるソフトウェアのプロビジョニングと変更管理を簡略化するよ

う特別に設計された新しいツールです。次のセクションでその詳細を説明します。

Solaris Flash
Solaris Flash は、システム・プロビジョニングのための Sun の構築・テスト・配備・維

持管理モデルに含まれる重要な要素です。また、Solaris オペレーティング環境、アプリ

ケーション、システム設定を含むシステム全体のスナップショット・イメージあるいは

Solaris Flashアーカイブを作成する方式を提供します。管理者は Solaris Flashアーカイ

ブを用いて、Web サーバを始めとする参照サーバの設定を、多様なクローン・システム

あるいはクライアント・システム上に複製できます。Flashアーカイブは次のような機能

を提供するのに用いられます。

• 高速で、柔軟で、効率の良いインストール : Solaris Flash アーカイブは、Solaris Web

Start、Solaris JumpStart、Solaris Live Upgrade、Secure WAN Boot ソフトウェアによ

るローカル・システムおよびリモート・システムへの迅速なインストールに使用できま

す。

• システムのバック・アップ :システムの Solaris Flashアーカイブを作成し、CDあるい

は DVD にコピーできるので、管理者はシステムをオリジナルの設定に修復することが

できます。しかし、アーカイブをインストールする前に、システムを Solaris オペレー

ティング環境の CDあるいはネットワークからリブートする必要があります。

• システムのプロビジョニング : Solaris Flash アーカイブは、多様なシステムを迅速に一

貫して配備できます。



P-6 Solaris Flash ©2002 Sun Microsystems, Inc.

• TCOの削減 : Solaris Flashアーカイブは圧縮できるので、Solaris JumpStartソフトウェ

アのイメージの格納に必要なディスク・スペースおよび多数のサーバを削減できます。

参照構成の作成とテスト

Solaris オペレーティング環境およびインストールされるサーバのタイプに合わせたパッ

チを含め、ベースとなる設定は、同様なカーネル・アーキテクチャを備えたシステム上で

作成し、徹底的にテストしなければなりません。異なるカーネル・アーキテクチャを備え

たプラットフォーム上でベースとなる設定を作成することは可能ですが、インストールの

最後に Solaris JumpStart ソフトウェアのスクリプトを用いて修正する必要があります

（John S. Howardによる Sunの様々な BluePrint™の資料を参照）。

管理者は個々のシステムのセキュリティを向上させるために、特定の機能を提供するシス

テム上にある不必要なソフトウェアを取り除くことが可能です。例えば、Webサーバの標

準的な設定は、余分なものを取り除いた、Solarisオペレーティング環境の安全なバージョ

ンを用いて作成できます。こうして全ての Web サーバは全く同じ設定を使用し、本質的

にオリジナルのクローンであるため、設定エラーによるセキュリティの欠陥が発生する機

会を著しく減少させることができます。

ベースとなる設定をインストールしてから、管理者は、どのハードウェアをターゲットの

システムに常駐させるか判断し、対応するドライバと必要な全てのパッチを手作業でイン

ストールします。

モジュール式のアプローチではアプリケーション・プロファイルが作成され、特定のサー

ビス・イメージを作成するベースとなる設定が追加されます。例えばアプリケーション・

サーバ、データベース・サーバ、Webサーバ、キャッシュ・サーバです。図 3は、ベース

となる設定とアプリケーション・プロファイルが、サービス・イメージを作成するために

どのように組み合わされるか、および結果として作成される Solaris Flashアーカイブを示

しています。
図 3:ベースとなる設定、アプリケーション・
プロファイル、Solaris Flashアーカイブ
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Solaris Flashアーカイブの作成

サービス構成を作成しテストした後、それを用いて Solaris Flash アーカイブを作成しま

す。Solaris Flash アーカイブがシステム上にインストールされると、アーカイブ中の全

ファイルがそのシステムに組み込まれ、オリジナルのシステムと全く同じ構成である新し

いインストール・システムができあがります。Solaris Flash アーカイブによる新システ

ムのインストールは、Solaris JumpStart ソフトウェアのイメージによるインストールよ

りはるかに速く行えます。というのは、ファイルは、各パッケージのインストール後に

パッケージ・データベースをアップデートしなければならない pkgaddを通じて個別にイ

ンストールされるのではなく、ターゲットのシステムに単にコピーされるからです。この

ようにして、Solaris Flashアーカイブを用いると、4～ 5時間かかる作業を 20分足らず

にまで削減できます。

いったんアーカイブが作成されると、NFSサーバ、HTTPサーバ、ローカル・ファイルや

ローカル・テープ、CD、あるいは DVDにコピーして差し支えない状況になります。その

後、アーカイブは Solaris Web Start、Solaris JumpStart、Solaris Live Upgrade、Secure

WAN Boot ソフトウェアによるインストールが可能な状態になります。表 1 は、様々な

アーカーブの配置、およびそれらのアーカイブにアクセスするインストール方式を示して

います。

表 1 Solaris Flash アーカイブ のインストール方式およびアーカイブの配置

Solaris Live Upgrade
アップグレードと通常のパッチのメンテナンスを Solaris オペレーティング環境および

その他のアプリケーションに対して行うことは、システムとサービスの可用性に著しくイ

ンパクトを与えることがあります。データ・センタのようなミッション・クリティカルな

オペレーションを稼働させるシステムは、こうした作業を実行するのに必要なダウンタイ

ムの余地がほとんどありません。

Solaris Live Upgrade は、これらの機能に関わる通常のサービス機能停止を実質的に削減

する、システムのアップグレードとパッチ作業を提供します。管理者は、オペレーティン

グ環境を最新版に更新し、非アクティブなブート環境あるいは二重のブート環境でパッチ

作業あるいは通常のメンテナンスをしながら、中断なく Solaris オペレーティング環境 (

バージョン 2.6、7、8、9)を稼働させることができます。オリジナルのシステム構成は完

全に機能したままで、Solaris Flashアーカイブのアップグレードあるいはインストールに

よる影響もありません。プロセスが完了すると、管理者はシステムをリブートするだけで

最新の、あるいはアップグレードしたオペレーティング環境を稼働できます。万一、新し

インストール方法／
アーカイブの配置

Solaris Web
Start

Solaris
JumpStart

Solaris Live
Upgrade

Secure
WAN Boot

NFS ○ ○ ○

HTTP ○ ○ ○

HTTPS ○ ○ ○

FTP ○ ○

ローカルメディア ○ ○ ○

ローカル・テープ ○ ○
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くアクティブ化したブート環境が何らかの理由で機能しない場合は、管理者はシステムを

リブートするだけでオリジナルに戻すことが可能です。

Solaris Live Upgrade は、次に挙げる機能により多様なブート環境を作成し、管理し、操

作し、アクティブにするフレームワークを提供します。

• ブート環境間のファイル・システムの分割、マージ、共有をサポートする。

• デバイスからデバイスへのファイル・システムの移行が可能 - これにより、管理者はオ

リジナル環境の設定に影響を与えることなく、ソフトウェア環境を他のファイル・シス

テムのタイプ、サイズ、レイアウトに移行できます。例えば、システムがそのルートの

パーティションより大きくなってしまうことはよく起こります。こういったことが起こ

ると、システム管理者は、シンボリック・リンクが行われているファイルによる緊急措

置を他のパーティションに施します。Solaris Live Upgradeは、システムのオペレーショ

ンに影響を与えることなく、ファイルをより大きなパーティションに移行するのに用い

ることができます。

• 通常のテストと評価プロセスに関わるサービス機能停止を排除する - 新しいブート環境

が機能しない場合は、オリジナルに戻して、失敗の原因を分析するメカニズムを管理者

に提供します。

• パッチ管理を提供する - パッチをインストールし、非アクティブ環境でテストを行い、

管理者がパッチの安定に満足したときにアクティブな環境に切り替えることができま

す。

• Solaris Flashアーカイブのバックアップを提供する - Solaris Flashアーカイブは、シス

テムのバックアップに用いられる代替ブート環境上に作成し、インストールすることが

できます。

• システムを複数のサービス環境にインストールすることにより、システムのプロビジョ

ニングが加速する - 例えば、Web キャッシュ・サーバは、代替ブート環境上にインス

トールされた Web サービスを備えることができます。Web サーバの作業負荷がもっと

必要な場合は、キャッシュ・サーバをリブートすれば Webサーバに早変わりします。

Solaris Live Upgradeは、ボリューム・マネージャ対応です。つまり、論理ボリューム・マ

ネージャにより管理されるブート・ディスクで機能する能力があります。ルート・ファイ

ル・システムにおける元のブート環境はメタデバイスあるいはボリュームですが、ター

ゲットのブート環境はメタデバイスあるいはボリュームでは不可能です。非アクティブな

ブート環境は普通のスライスでなければなりません。

ブート環境をアクティブ化し、ブートした後、VERITAS Volume Manager(VxVM) ソフト

ウェアあるいは Solaris Volume Managerソフトウェアを用いてブート・ディスクを複製で

きます。

VxVM ソフトウェアは、ブート・ディスクのカプセル化プロセスでさらにリブートが必要

で、Solaris Volume Managerソフトウェアはルートの複製プロセスでさらにリブートが必

要です。VxVM ソフトウェアあるいは Solaris Volume Manager ソフトウェアと共に

Solaris Live Upgrade を用いると、これらのどちらのプロセスでもダウンタイムまたはリ

ブート回数が増えることはありません。

VxVM ソフトウェアと共に Solaris Live Upgrade を使用する際には、若干の制約がありま

す。それは、オリジナルのブート環境に戻すのが難しく、アップグレード中に VxVMソフ
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トウェアのパッケージが取り除かれる順番や方式に依存するということです。こういった

制約は、Solaris Live Upgrade 2.1で解決される予定です。さらに、Solaris 9オペレーティ

ング環境の今後のバージョンでも、このプロセスをより簡単にする強化策を盛り込む予定

です。

ブート環境の作成

ブート環境は、ファイル・システムと、それに関わるマウント・ポイントの 1 グループ

です。ブート環境は、同一ディスクか別のディスク上に作成されます。アクティブなブー

ト環境は、現在ブートされており、システムに利用されている環境です。他の全ての環境

は、非アクティブあるいは代替ブート環境とみなされます。

ブート環境が作成されると、Solaris Live Upgradeは「重要なファイル・システム」と「共

有ファイル・システム」という 2つのファイル・システムのタイプを区別します。重要な

ファイル・システムは、Solarisオペレーティング環境に必要であり、アクティブなブート

環境と非アクティブなブート環境の vfstabで分離しているマウント・ポイントです。重

要なファイル・システムの例としては、root(/)、/user、/var、/opt が挙げられます。

これらのファイル・システムは、ソースから非アクティブのブート環境に常にコピーされ

ます。

共有ファイル・システムは、アクティブなブート環境と非アクティブなブート環境の両環

境における vfstab での同一のマウント・ポイントを含む /export を始めとするユーザ

定義のファイル・システムを指します。アクティブな環境の共有ファイルを更新すると、

非アクティブな環境の共有ファイルも更新されます。こういったファイルはデフォルトで

共有されていますが、指定した場合は ( 例えば、システムのバックアップで ) 非アクティ

ブなブート環境へのコピーが可能です。

非アクティブなブート環境の作成には、重要なファイル・システムを別のスライスにコ

ピーする作業が伴います。未使用のスライスを特定し、ファイル・システムを再設定する

のが、最初のステップです。ファイル・システムは、分割およびマージによる再設定が可

能で、vfstab ファイルの編集により管理者のニーズに合わせることができます。ファイ

ル・システムが非アクティブなブート環境で設定された後、重要なファイル・システムの

自動コピーが始まります。図 4では、ルートのファイル・システムが分割され非アクティ

ブなブート環境にコピーされて、1つのハード・ディスク上および 2つのハード・ディス

クにまたがってブート環境を作成しています。
図 4:ブート環境の作成

1つのハード・ディスク上 2つのハード・ディスク上

アクティブな重要なファイル・システム
非アクティブな重要なファイル・システム
共有ファイル・システム
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ブート環境のアップグレード

新しく作成したブート環境は、パッチを当て、OSあるいはアプリケーションをアップグ

レードし、あるいは図 5で示しているように Solaris Flashアーカイブをインストールす

ることにより管理者が修正する準備ができるまで、変更されることはありません。システ

ムの新しいバージョンのインストールに Solaris Flash アーカイブを利用することは、多

数のサーバに一貫性が保証される素晴らしい方法です。しかし、初期インストールと同様

に、この方法はブート環境の全てのファイルを上書きします。非アクティブな環境の修正

は、アクティブなブート環境に何の影響も与えずに、管理者はこういった通常では慌しい

作業を正規の勤務時間中により少ない時間制約内で、制御された方法で行うことができま

す。超過勤務とウィークエンド・シフトの必要性を排除することは、短期間にシステムを

アップグレードすることに伴うエラーを減少させるという利点もあります。
図 5: Solaris Flashアーカイブを非アクティブ
な環境上でアップグレードあるいはインストー
ルする

非アクティブなブート環境のアクティブ化

非アクティブなブート環境への切り替えは、非アクティブなブート環境をアクティブ化

し、システムをリブートすることで実行されます。非アクティブなブート環境のアクティ

ブ化はブートすることで実行され、アクティブなブート環境と非アクティブなブート環境

にあるいくつかのファイル (passwdファイルを始めとするファイル )を同期させます。シ

ステムがリブートされると、図 6 で示しているように、非アクティブなブート環境上に

インストールされた設定はアクティブなシステムになり、オリジナルは非アクティブにな

ります。

1つの
ハード・ディスク上 2つのハード・ディスク上

マージする

新リリース

インストールする
（上書きする）

アクティブな重要なファイル・システム
非アクティブな重要なファイル・システム
共有ファイル・システム

新リリース
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図 6:ブート環境のアクティブ化

Solaris Live Upgrade のフォール・バック機能は、新しい設定が機能しない場合に、オリ

ジナルの設定をバックアップし修復する際の時間のかかる手続きを排除します。ブートし

てオリジナルのシステムに速やかに戻す能力により、アップグレードのリスクが大いに減

少し、管理者は失敗を十分に分析することが可能です。

Secure WAN Boot
Solaris 9オペレーティング環境の新しい機能である Secure WAN Bootテクノロジは、安

全にブートし、インターネット上に新しいシステムをインストールする方法を提供しま

す。

Secure WAN Bootは、インターネット上のセキュリティ、およびセキュリティが不確かな

WANのセキュリティを次の手段で提供します。

• ピア認証 - デジタル認証交換により、クライアントとサーバのアイデンティティを証明

します

• データ保護 -伝送情報を暗号化し、第三者による読み取りを防止します。

• データ保全 - デジタル署名を用いて、受信情報を第三者が修正していないことを証明し

ます。

インターネット・ベースのインストールに Secure WAN Boot を使うと、次の機能により

総所有コスト (TCO)を低く抑えることができます。

• ローカルとリモート双方での安全なシステム開発を可能にします。

• 圧縮済みの Solaris Flash アーカイブを用いて、必要なインフラストラクチャ (Solaris

JumpStartサーバ、ディスク・スペース )を削減します。

• 送信時間を削減し、公衆網を使うことにより、ネットワークのコストを削減します。

• 管理の集中化により、効率性を向上させます。困難な管理作業 (インストール、ブート、

DHCP サーバのセットアップ ) の集中化が可能で、上級者ではない管理者でも一貫した

安全な方法で、社内規格に沿ってリモート・システムをインストールできます。

• Web企業、アプリケーション企業、および他の環境に、追加のシステムをリモートでイ

ンストールすることを可能にすることで、拡張性が向上します。

• 初期インストールが可能な状況でのアップグレードを自動化します (Secure WAN boot

は、既存の設定に上書きする Solaris Flashアーカイブを用います )。

1つのハード・ディスク上 2つのハード・ディスク上

アクティブ
化する

アクティブ化する

アクティブな重要なファイル・システム
非アクティブな重要なファイル・システム
共有ファイル・システム
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Secure WAN Bootの配備は、次の 2つのステップで実行されます。

1.インストール・サーバ、ブート・サーバ、DHCPサーバをセットアップする

2.リモート・クライアントをインストールする

サーバのセットアップには、マスタ設定をインストールしテストする、マスタである

Solaris Flashアーカイブを作成する、および作成したものをインストール・サーバへ蓄積

する、minirootのブート・イメージをブート・サーバにインストールする、DHCPサーバ

にセキュリティと配置に関する情報を設定する、という作業が伴います。

リモート・クライアントのインストール手順には、次のようなステップが伴います。

1.リモート・クライアントは、DHCPにデータを送信するユニキャストの DHCPをブー

トして使用し、ブートおよびインストール・サーバの割り振りを始めとする継続が必要

な情報を回復する。次にクライアントは、ブート・サーバから wanboot のバイナリを

ダウンロードする。

2.クライアントは、暗号化されたセキュリティ・ペイロードをダウンロードする wanbootバ

イナリを実行する。次に、セキュリティ・ペイロードを使用して、DHCPサーバとの SSL

接続をセットアップする。これにより、ブート・サーバから Solarisの minirootをダウンロー

ドする。最後に、クライアントは minirootを実行し、インストール・サーバからインストー

ル・イメージをダウンロードし、イメージをインストールする。

Secure WAN Boot の詳細情報については、『Secure WAN Boot―Towards a Lights-out

Environment』を参照してください。Secure WAN Bootは、Solaris 9オペレーティング環

境の第 2版で利用可能になる予定です。
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第 3章

Solaris Flashと Secure WAN Bootの
使用方法

現場に新しいシステムを配備する

オフィスのサポートで遭遇する 2 つの全く別個のシステム管理問題、つまり新しいシス

テムの配備とその維持管理という問題について、Solaris Flash を使用することで解決で

きます。

例として ACME という、米国全体にオフィスを展開している大手企業を考えてみます。

ACME は費用効果の高い方法で新システムを配備する方法を見つけなければならない一

方で、複数バージョンの Solarisオペレーティング環境上で稼働している 40から 50のア

プリケーションを搭載した 300のサーバをアップグレードする必要があります。アップグ

レードの制約要因は、平日の 3交代の 8時間枠でアップグレードをしなければならないと

いうことです。超過勤務手当てを削減するために、休日の作業は許されません。

以前のアップグレード・モデルでは、OS、パッチ、あるいはアプリケーションのアップグ

レードは、統合サイトで新しいブート・ドライバを構築し、それをインストールのために

リモート・オフィスへ運ぶ作業が伴います。この方法は極めて非効率的で、費用がかかり、

エラーを起こしやすいものです。プロセスを自動化する試みでは、Solarisオペレーティン

グ環境をインストールし、Solaris JumpStart ソフトウェアを用いて WAN へアプリケー

ションを配布するのに 40時間かかることを初期テストは示しています。

ACMEは Solarisオペレーティング環境、パッチ、さらに、全部で 50ものソフトウェア・

パッケージを含むマスタ・システムを設定し、その後そのマスタ・システムの Solaris Flash

アーカイブを作成することで、新しいアップグレード・モデルを開発することができます。
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Secure WAN Bootを用いてインターネット上の安全な転送を可能にすることで、管理者は

それぞれのリモート・オフィスの 1つのサーバに Solaris Flashアーカイブをインストール

できます。新しくインストールしたサーバが完全であると認証された後、そのサーバは、

オフィスにある残りのシステムにインストールを行う Solaris JumpStart / Flash サーバと

して使用されます。図 7で、以前のモデルの隣に描かれているこの新しい Solaris Flashモ

デルでは、ACME はインストール時間を 40 時間から 40 分に削減し、システムのアップ

グレードにかかる時間と経費を著しく削減できます。
図 7:以前のアップグレードのモデルと新しい
アップグレードのモデル

ACMEはアップグレード・モデルを活用し、現場に新しいシステムを配備することもでき

ます。以前のシステム配備のモデルでは、ACMEは中央の統合サイトに新システムを運び、

そこで適切なソフトウェアを用いて新システムをロードしてから、それを最終目的地に送

ります。この方式はスタッフや二重の運賃という面で、時間がかかり費用もかさみます。

新しいモデルでは、新システムはリモート・オフィスに発送され、Secure WAN Bootおよ

び Solaris Flashアーカイブを用いてインストールされるので、スタッフと発送コストを大

きく削減します。図 8は、システム配備の新しいモデルと以前のモデルを示しています。

統合サイト

新しい
ディスク
を構築する

目的のサイト
に運ぶ

新しい
ディスクを
インストール
する

4日間

JumpStart
サーバ

40時間

Flash
アーカイブ

ローカルの
JumpStartサーバ

40分
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図 8:以前のモデルと新しいモデル

システムを迅速に複製する

大規模なインターネット・サービス・プロバイダ (ISP)は、LANに様々な新システムを頻

繁に追加し、顧客ベースで増え続ける需要を満たす必要があります。こういった例では、

ISP は 100 の新しい Web サーバをサーバ・ファームに追加してインストールする必要が

あります。これまでサーバは、特別注文車を製造するのと似たような方法で、個別にイン

ストールされていたかもしれません。あるいは、時間がかかる Solaris JumpStart ソフト

ウェアのような生産ライン方式を用いてインストールしていたかもしれません。

しかし、ISPは Solaris Flashソフトウェアを用いることで、より効率的な構築・テスト・

配備・維持管理モデルとして、システム・プロビジョニングと変更管理を実現することが

できます。これにより、図 9で示しているように、ISPは型通りのアプローチをシステム

配備に適用して、標準的なプラットフォームを作成し、従来の方法でシステムをインス

トールする場合にかかる時間のうちのわずかな時間で多様なクローン・サーバ上に迅速に

プラットフォームを複製することができます。

中央の統合
サイト

Sun Sun

ビルド・テスト

最終目標サイト

最終目標

セキュア WANブート /
Flashサーバ
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図 9:標準的なプラットフォームを LAN上の多
様なクローン・サーバに複製する

災害復旧時のシステム・バックアップ

米国政府の複数の規制当局は、銀行および金融機関に災害復旧の手順を確保することを求

めています。災害復旧現場に運ぶために、様々なテープあるいはその他のメディアにシス

テムをバックアップすることは、時間がかかりエラーが起こりやすいオペレーションで

す。復旧サイトでシステムを再インストールしている間にも、さらなる問題が発生するこ

とがよくあります。

管理者は Solaris Flashを用いて、システム全体を圧縮したスタックを作成し、DVDや CD

のようなメディアを含む様々な場所、および NFS、FTP、IFTP/BOOTP、HTTP、HTTPs

といった幅広いサーバに、圧縮したスタックを保存できます。そうしてから、Secure WAN

Boot (としかるべきサーバ )、あるいは Sun が提案したその他のインストール方法を用い

て、アーカイブを WAN に安全にインストールすることができます。イメージを圧縮して

あるので、従来のバックアップ方式よりずっと少ないスペースしか占有せず、災害復旧の

手順を実現するコストを削減できます。さらに、インストール時間が 80%削減されるケー

スもあるほど劇的に削減され、失ったサービスをすばやく復旧することができます。

リビジョン・コントロールの提供

管理者は Solaris Flashを用いて、アプリケーション配備の際にハイレベルなリビジョン・

コントロールを実現できます。例えば、OS、パッチ、エージェント、Webサーバ、アプ

リケーションを含む管理表を備えた Webサーバのリビジョン 1.0は、テストが行われて

n台のサーバに配備されます。新たなパッチ作業やソフトウェアのリビジョンが発生する

と、管理者は Webサーバのスタックに対する修正をテストし、リビジョンを 1.01にし、

メンテナンス・スケジュールの許可証として n 台のサーバへのアップデートを配備でき

ます。バージョン 1.01 の構築に問題が見つかった場合は、管理者はバージョン 1.0 まで

戻すことが可能です。アプリケーション・スタック一式を、単一の管理可能な対象として

扱うことは、構築・テスト・配備・維持管理モデルを実現するキーとなるステップです。

フィールド交換可能ユニット (FRU)のサーバ

機能しないシステムを交換することは、問題をつきとめようとするよりはるかに速く効率

的です。Solaris Flashを使うことで、管理者はサーバに対して FRUのアプローチを取る

マスタ

ベース
ドライバ

アプリケーション

Flash
アーカイブ

サーバを
インストールする

ベース
ドライバ
アプリケーション



©2002 Sun Microsystems, Inc. Solaris Flashと Secure WAN Bootの使用方法 P-17

ことが可能です。サーバの圧縮済みの Solaris Flash アーカイブを格納し、予備のシステ

ムを完備しておくことで、管理者は比較的短い時間で交換サーバをインストールし、設定

することが可能です。
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第 4章

Solaris Live Upgradeの使用方法

可用性を向上し、管理のダウンタイムとコストを削減することが、Solaris Live Upgrade

を使用する主な利点です。バックグラウンドでアップグレードとパッチ管理を行うことに

よって、Solaris Live Upgradeは、管理者がそれまで必要としていたダウンタイムのほん

のわずかな時間でシステムを維持管理することを可能にします。そして、機能しないシス

テムを以前の設定にすばやく戻すその能力は、予期せぬダウンタイムのリスクを減少させ

ます。

シングル・サーバ環境

Solaris Live Upgradeは、シングル・サーバ上にテスト、本稼働、バックアップといった

システムを格納することで構築・テスト・配備・維持管理モデルに対応でき、スムーズな

(ブート時間を除く )アップグレードを実現します。例えば、テスト・システムを代替ブー

ト環境に置き、稼働環境をアクティブなブート環境に置くことが可能です。2 つの環境

は、それぞれのソフトウェアのアップグレードがうまくいったあと、変更することができ

ます。アクティブな環境を第 3 の非アクティブなブート環境に毎日バックアップするこ

とにより、管理者は代わりの SCSIパスをディスク・アレイに設定したり、あるいはアク

ティブな環境に影響を与えることなく他のメディアにバックアップしたりといった作業

ができます。
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Solarisオペレーティング環境のアップグレード

Solaris オペレーティング環境のアップグレードに伴う時間とリスクは、Solaris Live

Upgradeと Solaris Flashを用いることで大きく削減できます。例えば、大規模なオンラ

イン通信販売企業は Webサーバをアップグレードする必要があります。

処理能力への悪影響を避けるために、大規模な Web 企業でのアップグレードは断片的に

行わなければなりません。通常、アップグレードは 1 度に企業の全サーバの 10 パーセン

トを対象に行います。これまで、10 パーセントのサーバをインストールし、リブートし、

テストし、オンラインに戻すことに、6 時間はかかっていました。残りの 90 パーセント

を周期的に使いまわすことで、全キャパシティの平均 10パーセントの減少とトータル 60

時間の負荷を強いられます。キャパシティのこの減少がピークのトラフィック時間に受け

入れられない場合、トータルのアップグレードは 8時間枠の夜間オペレーションに割り込

むことになり、完了するには 9日から 10日かかります。

Solaris Live Upgradeと Solaris Flashを用いれば、シングル・システムをオフラインにせ

ずに、すべてのサーバのアップグレードが可能です。帯域幅によっては、これまで 4時間

だったアップグレードが 15 分で終わります。システムをブートしテストするというサイ

クル的な作業は、最高で 10%から 20%のオフライン・キャパシティを保つために、依然

断片的に行われています。ブート / テストのサイクルを約 1 時間1 と仮定し、大きく区分

けすると、80パーセントから 90パーセントのキャパシティを維持できる一方で、Web企

業全体のアップグレードは一晩で完了します。

万一、アップグレードが何らかの理由で失敗した場合は、影響のあるサーバを 1 回のリ

ブートでオリジナルの設定に戻すことができ、管理者は失敗の原因を分析できます。この

方式は、オペレーションの負担、および予定のダウンタイムがアップグレードの失敗によ

る予期せぬダウンタイムに割り込んでしまうというリスクを回避します。

プロビジョニング /リソース管理

Solaris Live Upgradeは資源管理に似た方法で即座にシステムのプロビジョニングが可能

となるため、管理者は作業負荷の変更にすぐに対応できます。例えば、あるサーバがキャッ

シングのような特定のサービスを実現するためにインストールされる一方で、Web ホス

ティングのような代わりのサービスを非アクティブなブート環境にインストールするこ

とができます。ロードの指示が出されると、図 10 で示しているように、サーバは Web

サーバとしての機能を果たすようリブートされます。
図 10:代替ブート環境を介した即時のシステ
ム・プロビジョニング

1.時間計算は単なる例であり、実際のパフォーマンスを表すものではありません。インストールおよびブート
にかかる時間は、個々の設定に大きく依存します。

キャッシュ・
サーバ

(アクティブ )

Webサーバ
(アクティブ )

リブートする

Webサーバ
(非アクティブ )

キャッシュ・サーバ
(非アクティブ )
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結論

変化に迅速に対応する一方で、確固とした方法でシステムを管理する能力は、今日これま

でにないほど、ビジネスを成功させる重要な要因となっています。生産性と効率性を高め

ながら TCOを削減することは、ITマネージャと管理者が直面しているもう 1つの課題で

す。

進化したコンピュータ・システムのハードウェアとソフトウェアのグローバルなメーカー

として、Sunはそのようなニーズに非常に敏感であり、システム・プロビジョニングと変

更管理のための構築・テスト・配備・維持管理モデルを自動化するツールを提供すること

は、企業のニーズを満足させると信じています。

Solaris Flash

• 完全な構築・テスト・配備・維持管理モデルを、複数のサーバに対して迅速で、一貫し

た、効率的なシステム・プロビジョニングのために提供します。

Secure WAN Boot

• 安全なブート機能を提供し、リモート環境に向けた WAN およびインターネット・ベー

スのインストールを配備します。

Solaris Live Upgrade

• バックグランドでのソフトウェアのアップグレードとパッチ・メンテナンスを可能にし、

変更管理に伴うダウンタイムとリスクを削減します。さらに、即時のシステム・プロビ

ジョニングと、代わりのバックアップ・オプションを可能にします。シングル・システ

ム内での完全な構築・テスト・配備・維持管理モデルを提供します。
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これらのツールを利用した構築・テスト・配備・維持管理モデルによるシステム・プロビ

ジョニングと変更管理を実現する組織は、一貫した、効率的な、確固とした方法で稼働環

境の目標を達成することができると確信できます。
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